コロナ密閉式石油ストーブ 
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1• 特に注意していただきたいこと(安全のために必ずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産 
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよ〇になっています。 
内容をよく理解し r がら本文をお読みください。 
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告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

力'ソリンなど揮発性の高い油は、絶対 
に使用しないでください。 

#火災の原因になります。 

スプレー 缶厳禁 

スプレー缶や力乜ットこん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
ください。 - 

熱で缶の圧力が上がり、爆 
発して危険です。 


@ 


給排気筒（管、ホース）外れ危険 


給排気筒（管、ホース）が外 
れたまま使甬しないでください。 
外れていると運転中に排ガス 
か+室内にもれて、危険です。 


0 


給排気筒トップには金網などは付けない 


衣類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用し 
ないでください。 

衣類が落下して火がつき、 
火災の原因になります。 


向 



給排気筒トップ閉そく危険 

給排気筒トツブの周りが雪でふ 
さがれたままで使用しないでく gip 

ださい。ふさがれているときは、 
除雪してください。 ° 

また、板などによる[雪囲い」 q 

は給排気の妨げになるのでおや 
めください。 

閉そくし r いると運転中に排ガ 
スが'室内にもれて、危険です。 


0 


給排気筒トッブには、虫よけ 
のための金網などは付けない 
でください。 

給排気の妨げになり、異常燃 
焼を起こし排ガスが室内に漏 
れる可能性があり危険です。 


温風吹出口をふさがない 

ストーブの前に干し物を掛け 
たり、カーテンなどで背面の 
空気取入□がふさがれ 
ると、本体が過熱して、 

操作部が変形したりや (1/11/1 
けどや故障 • 破損する llMnnf 
など大変危険です。 


衣類、紙などで温風吹出□や 
空気取入 □ をふさがないでく 
ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異 
常燃焼や火災の原因になります。 


0 


0 
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/K 警告 ( WARNING ) 

定期点検の実施 , 

定期的 （2 年に1回程度）に 
点検 • 整備を受けてください。 

点検を受けずに長期間使甩 i 

し続けると、故障や事故の 

原因になり危険です。点検 • ^ Va 

整備はお買い求めの販売店 

や■格者のいる店に依頼し 一一 

ご自身での据え付け • /CN 

移設工事の厳禁、ン 

お客さまご自身によるエ 
事は危険です。 

据え付け工事は販売店や 
専門業者にご依頼ください。 

? も卜同溫させる場 ■顯 

てください。 

^ -------- 


△注意 ( CAUTION ) 


カーテン•可燃物近接禁止^ 

m 


カーテンや燃えやすいもの 
を近づけないでください。 
火災が発生するおそれがあ 
〇ぎす 

可燃物との離隔距離につい 
ては標準据え付け図例 （26 
ページ）を参照してください。 




給油時消火 

給油は、必す消火し 
てからおこなつてく 
ださい。 

火災のおそれ;^あり 
ます。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高 
温部（ス1-ーブ前面や枠 
上部前面など）、給排気筒 
トッブに手などふれない 
でください。やけどのお 
それがあります。 



腰をかけたり、物をのせないで 


機器の上にのつたり、腰をかけた0しな 
いでください。機器の故障ややけどのお 
それがあります。 

機器の上に花びんや水を入れたものなど 
を置かないでください。水がかかると漏 
電や故障のおそれがあります。 


0 


異常時使用禁止 

万一異常を感じたとさは、 
使用しないでください。 

異常燃焼のおそれがあります。 



油漏れ確認 

油タンク • ゴム製送油管 • 
接合部および機器などから 
の灯油漏れ^ 1 'ないことを確 
認の上ご使用ください。 
灯油が'漏れ r いると火災の 
おそれがあります。 



mim 


温風 | c •直接あた b ない 


温風に直接長時間あたらな 
いでください。 

低温やけどや脱水症状にな 
るおそれがあります。 


分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用し 
ないでください。 

不完全な修理は、危険です。 



改造使用の禁止 


改造して使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床暖房用 
の熱交換器などを取り付けないでください。 
火災や排ガスが室内にもれる原因となり 
危険です。 


0 







電源ブラグは確実に差しこむ 



〇 


電源プラグはコン t ントに根元まで確実に差しこ 
んでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコン t ントは使用 
しないでください。 

火災の原因になります。 

ぬれた手での抜き差しはしないでください。 
感電の原因になります。 


電源プラグのお手入れをする 


ときどきは電源プラグを抜き、ほこり 
及び金属物を除去してください。 
ほこりがたまると湿気などで絶縁不良 
になり火災の原因になります。 


# 


変質灯油禁止 

変質灯油、不純灯油（汚れた灯油、水 
の混じって■いる灯油など）を使闬しな 
いでください。 

異常燃焼や故障のおそれがあります。 


0 


鼋源コードを傷めない 



0 


電源コードに無理な力を加えた〇、物をのせたり 
しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って 
引き抜かないでください。 

火災や感電の原因になります。 


長期間使用しないときは 
電源プラグを抜く 

長期間使用しないとき又は保管すると 
きは、必ず電源プラグをコン t ントか 
ら抜いてください。 

火災や予想しない事故の原因になります。 

灯油の保管 

灯油は、火気、雨水、ごみ、高温およ 
び直射日光を避けた場所に保管し r く 
ださい。ガソリンなどといっしょに保 
管しないでください。 

誤って■使用すると巽常燃焼や火災のお 
それがあります。 


㊣ 
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フィルタをはずしての運転禁止 

対流用送風機のフィルタをはずした状 
態で運転しますと、カーテンなどを巻 ( X ) 

きこんで火災になるおそれ;^あります。 

また手などふれるとけがをするおそれ 
があります。 


電源の接続 初めてお使いになるときの注意 

電源は適正配線された単相10 0 V のコ 初めてお使いになるときは、耐熱塗料 

ンセント以外は使用しないでください。などが焼き付くまで煙と臭いが出ます。 ■墨 
発熱.発火の原因になります。 しばらくの間、窓をあけて部屋の換気 

電源コードは、途中で接続したり延長 をおこなってください。 

コードの使用 • 他の電気器具とのタコ また、小鳥や小動物などに影響する場 

足配線をしないでください。 合が考えられますので、この間は、部 

発熱 • 発火の原因になります。 屋に入れないでください。 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トツプの近くに、灯油や可燃物など引火のおそれ 
のあるものを置かないでください。 

火災のおそれか'あ0ます。 



△ 注意 (CAUTION) 


0 


で どす 
ハな。ま 
fl □いり 
な 入さな 
飞取だに 
j 気く因 
r < 空で原 
£,やいの 
口な災 
障出れ火 
吹入や 
3風をガ 
SS 温物ケ 





お願い ( NOTICE ) 

機器を廃棄するときの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器の灯 
油を抜き取ってください。 （19 ページ） 

灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わぬ事故になるおそれがあります。 

灯油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになつた 
販売店にご相談ください。 

V 


2 •使用する場所 


ストー：7を安全に使用するためには、場所の選定が大切です。 


安全に使用するために 


•マントルピースなどに据え付ける場合は、標準据え付け例 
にしたがってください。 （26 〜27ぺ 一 V 参照） 

•標高が1500 m 以上の場所では使用しないでください。（空 
気の濃度が'薄いため、燃焼に必要な空気か"不足します。） 
高地で使用される場合は調整が必要です。（詳しくは、工事 
説明書(高地また は延長給排気で使用の場合 ) をご覧くだ 
さぃ。) 

⑩温室、飼育室、乾燥室などでは絶対使用しないでください。 

•温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでくだ 
さい。 


効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 

•外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気がス I ブで暖められ、 
温風とし r 対流しますので効果的です。 

•出入□など人の通るところは、ぶつかると危険ですので避けてく 
ださい。 

•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を心がけましよう。 


温風の流れをさまたげないでください 

:ご注意]温風吹出し〇_画に障害物杏餹がないで< fim \ 0 : 
：：：：::マ . 棒蓽物;^ぁ砉と部薦度 e む sas 赛孬ばか q 夺蘇嗓鐵:属每_:::: 

: ：：；： : ： : ii 戀 

•温風吹出し□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 












構造図 


平面ガラス 


機内サー5スタ 


フレーム□ツド 
ポツトバーナ 
気化筒(内部） 
サーモスタツト 















■表ホ部の表ホ内 tB * 

•通常の運転操作（「点火」•「消火」•「タイマーセツト」）をおこなうと、表示部に文字 
("点火します〃."消火しますへ"表示時刻に運転します"）で操作状態をお知らせします。 


運転スイ:ッ•チ: 


押す (■■■) と運転(点火）します。（ピツ音） 
もう一度押す (■■■) と消火します。 

(ププツ莒) 


点 火表 示(赤 hnnnn リ 

•運転スイッチを押して「入」 （iM こし 
たときまたはセーブ消火後に再点火す 
る際に点灯し、運転(点火）します。 
•着火確認後消灯します。 


燃焼表示(赤） 




•着火確認後点灯します: ■ 

• 現在燃焼中の火力の大きさを表示しま 
す。 


•抑崎|相._|«|摘|# 


寧率 R 溫表示(寧2_ 

室温設定ボタンで設定した室温をデジ 
タル表示します。 

ストーブにトラブルが発生すると、卜 
ラプルの状態が記号表示（自己診断モ 
二夕）されます。 


I ' \p 


g ザマ;=表 〆 (薄);む ; KS 
タイマー運転表示ランプ(赤） 


タイマー運転中は点灯します。 
タイマ— 運転停止中は消灯します. 



〇 ;;;； _纖觸蹢繼戀;證1 

• t _ ブ運転中に室温が設定温度より約 
3 X ：上昇すると点灯し消火します ■= 

• 室温が'設定温度にまで下がると消灯し 
点火動作を始めます。 


消火麵(冓麵_顏|驗 


•運転スイッチを押して「切 Hi ) にす 
ると点灯し消火します。 

• 燃焼室が冷却すると消灯します。 


^ # 'la ；!lfc K iW .w-iHr'Hii | 


刪寒^ MiiliJiili ； 


通常は現在時刻を表示します。 
タイマー運転時はタイマー t ット時刻 
を表示します。 


—剪動—色コ吻軎） 

• 現在時刻を表示し r いるとき■は点滅し 
ています。 

• タイマーセツト時刻を表示していると 
きは消灯します。 


待機時省電力表示ランプ (_ 


•省電カスイッチを「省電カモード」に 
したとき、点灯します。 

• 運転停止時に消費電力が節約されてい 
ることを表示します。 


:せ出ブ 運転表 示^ g /讲緑 

•セーブ運転中は点灯し、解除すると消 
灯します。 

•室温設定を 10 °C ( F 点設定）にすると 
自動的に t _ ブ運転になり点灯します。 


■表示部の明るさ調節 

•時計調節スイッチを「通常」に合わせ r 「時」ポタンを押しながら「分」ボタンを押すこと 
により、表示部の明るさを2段階に調節することが出来ます。 


















• タイマー運転 

運転スイツチを「入」（ピツ音）にし、 
タイマー t ツトボタンを押す（ビツ音） 
ことにより、タイマー表示が点灯、時 
刻表示にタイマーセツト時刻か 11続し 
r 表示され、タイマー運転が開始され 
ます。（タイマー表示が点灯しなけれ 
ばタイマー運転は開始されません。） 
•セツト時刻になると、タイマー表示が 
消灯し現在時刻が表示されて自動的に 
運転が開始されます。 

• タイマー運転の解除 
タイマー運転中にも〇—度、タイマー 
セツトボタンを押す（ププッ苜）と夕 
イマー運転が解除されます。 














■ウイングポケットの開閉 

•ウイングポケットを軽く押しこむと、ゆつ 
くり出て■きます。操作後軽く押しもどすと 
□ックして止まります。 

:操作す!) i き以外》彳閉じ r ご使用ください』 


■操作音について 

•操作ボタンを押すとブ'ザー音がします。 
鲁誤操作をするとピピッ苜がします。 


: i : 比 n ; 華 濰箱定:^タン； n; ⑴ n 

•火力調節つまみを丨自動』にするとル 
ームサーモによる室温設定〔29〜15で 
10 °C ( F 点設定)〕ができます。 

• 頃め」…設定温度を VC すつ上昇(ピッ音) 
• I ■低^…設定温度を VC すつ低下(プッ音) 















































燃料は必ず灯油 （ JIS 1 号灯油）を使用してください。 

• RvSWl ガソリンなどの揮発性の高い油は、火災の原因になりますので絶対に使用しないでください。 

• 変質灯油、污れた灯油、水の混じって■いる灯油などは、絶対に使用しないでください。 

• IAS 1] 灯油は' 必す火気•雨水•ごみ • 高温および直射日光をさけた場所に保管してください。 



0 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(火の気のない所でおこなつてください。） 



灯油は 
ぬれたまま 



ガソリンは 
すぐ乾く 



昨シーズンよ 
り持ち越しの 
灯油 

長期間日光に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した灯油 

Q 

Q 

V 

壽 


容器のふたが水 • ごみや灯 
開けてあったり、油以外の油が 
乳白色のポ 1 j ほんのわすか 
容器で保管しでち混入した 
た灯油》:灯油 






0 

尚 



參極度に変質したも 
のは、黄色味がか 
つたり、すつぱい 
におい;^します。 

•必す'灯油用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•灯油はシーズン中 
に使いきりましょう< 


:;:: ::: ；；:': ：；：：:: ：；'：： ：：：；：:?:: :：:：： ；；!：::::! sH E ；!!：：；!:::::：：：；：：:' ;：： ：：•；;■» :：：ニミ :: 

■油の程度‘にもよりますが、‘:燃焼不良をおこしたり、ストーブの擤釋$串め、故障の原因,に包ります; 

:•氷ゃごみが送油経路に激 C み；：::;： ：； :：;:::::: ；：；： ；；!；：：；:：；：：：：：：；!:: •：：：：：： 

■万■質伽ゃ不純働耷醜し羝 ㈣ 次 心.::.::.:::： 

し:•ぉ_:以求めの販売店未 g ■逆羚客様ご祖談怒 Sigg 辩 


'«1 


'I 'll* 'H'l .I!|. I 


\^m •変質灯油、不純 w 油が原因で修理眘依頼され fc ： ときは〈保証期間中 t も保証の対象知と蜂〇: 


.ます 


一 ’.—'^ . . ■■■_ • r • • . * I ■... 

書変質灯油の処理で®®りの場合は、灯油をお簧い求めの販売店にご相談ぐださい。 



■給油の際の手順と注意 



•送油バルブを閉じて給油□ふたをはすし市販の給油器具 
で灯油を給油してください。 

油量計の針が 「満」 をさしたら給油をやめて ください。 
•給油□ふたを必ずもとどおりに締めてく ださい。 
•給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特に注意して 
ください。 


■給油□ぶたは、確美に締めてください。 
■こぼれた灯油はよくぶきとつてください。 

















■燃料切れの注意と空気抜苦の方法 

油タンクを空にしないよ〇に注意してください。 

油タンクをいつたん空にしますと、送油経路内に空気がたまり、正常に送油ができなくなるこ 
とがあります。このような場合には次の順序で空気抜きをしてください。 

1.油タンクに給油します。 

2■ストーブのゴム管□から、ゴム製送油管をはすします。 

3•ゴム製送油管から油が連続して流れ出ることを確かめて 
からゴム製送油管をもとどおりにストーブに取り付けま 
す。（油がこぼれないように容器を用意してください。） 



運転開始前の準備と確認 


■安全装置のセツト、取扱上の注意 


_麵讎臓 

初めて使用するときやシーズン初めには、ストープ正面右下の定油面器リ tz ットボタンを押し 
てください。 



7 — 

定油面器リ乜ット 
ポタン〈赤色） 


•ストーブ正面右下の窓から見える定油面器リせットボタン（赤 
色）を下へ押してください。 


㈣ ットボタンは圆耐シ-ズン娜嘯します。 
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■送油経路の油もれの確認 

•油タンクや送油管の接合部などから油もれ;^ないかど〇か確認してください。 


■1 奪配線の確認 

• |△注意| 電源プラグをコン12ントに根元まで確実に差しこんでください。 

籲電源 コー ドが給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認してください。 


ご洋震漉ブラグ熱; 
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•ウイングポケット内の火力調節つまみで「自動運転」と「手動運転」が設定できます。 
ご希望の運転方法でご使用ください。 


点火順序 

，て******* ^ * n - ^ ^ ^ *■ * f i 8 ^ ^ nn > i - tc*^&^xic it 二：：: 1 :::: 乂 ll.Z I 

■火力調節「自動運転』の場合 



火力調節つまみを「自動間に合わせる 

癱ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動調節されます。 
^ルームサーモは、.できるだけ部屋の温度を代表できる'^ 
k 位置に取り付けてください。 ) 


運転スイッチを押して「入 J にする 

•「点火します」と「設定室温」が表示されます。 

擊予熱が完了すると自動点火し、表示が「燃焼中 I に変わると溫風が出ます。 
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■火力調節「手動運転』の場合 



火力調節つまみを『微少 j から「大 J の 
間のご希望の位置に合わせる 


運転スイヅチを押して「入 J にする 

籲「点火します」が表示されます。 

•予熱が完了すると自動点火し、表示が〖燃焼中 j に変わると 
温風が出ます。 

•火力調節つまみの設定火力で燃焼します。 



















ウイングポケット内の火力調節つまみを〖自動」に合わせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定 
室温に自動調節されます。表示部に設定室温(22 0 〇が表示されますので次のように調節してください。 


室温設定 



i 辦: Z 運転 


•室温設定ボタン「高め」を押すたびに1 ° C 上昇します。 
(上限 29° C ) 

• 「低め』を押すたびに 15 °C までは1 °C すつ下がり、 15 °C 
からはいきなり UTC (F 点設定）となります。 

•10 °C 設定の場合は自動的に tz — ブ運転表示ランプが点灯 
し、乜ーブ運転となります。 

^設定室温を1 5° C 以上に上げるとセーブ運転表示ラン\ 
V プが消え、乜_ブ運転が自動的に解除されます。/ 


ストーブ'火力調節「自動」運転時に、微少火力でも室温か>設定室温より上昇する場合、設定室 
温より約3 ° C 上昇すると自動的に消火し、設定室温まで下がると点火動作に入ります。これを 
く0返すことによ0むだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 




癱室温設定ボタンにより希望の室温設定後、 tZ _ ブ運転ボ 
タンを押してください。 

tz — ブ運転表示ランプが点灯し、乜ーブ運転となります。 
•1 z _ フ''運転ポタンを再度押すことにより tz — ブ運転表示 
ランプか7肖え、乜ーブ運転解除となります。 


火力調節 (手動調節一手動運転) 


室温設定による自動運転の他に、火力調節つまみによる手動火力調節が司能です。次のよ5にしてください。 


•ウイングポヶット内の火力調節つまみを「微少」から「大」 
の間のご希望の位置に合わせてください。 

火力調節つまみの設定火力で燃焼します。 


■炎の状態 

ストーブの据え付けや給排気筒の設置条件で、 
炎は多少変化します。 

_炎の状掃は、青(；ヽ炎め cpte しヽ<ら6破) _ i^i 
;十/炎 : imo mm て书異常では:あな拟 : i 
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消火順序 


inn ^ ^ X ^ , :r *• 8 •费今！ 《 ㈤ 


運転スイッチを押して「切 J にする 


•燃焼表示が'消灯し、「消火します」が'点灯します。 

•消火後は本体内部が'冷却するまで送風を継続し、約10分 
後に対流用送風機が停止します。 


• / K 注意2日以上家をあけるなど畏期間使用しない塌合は、運転が完全に停止してから 
電源プラグをコンせントから抜いてください。 

離外出のときは、必ず運転を停止（消火）し r ください。: 

籲運転停止後、燃焼室が冷却（消火表示が消灯) • するまでは電源プラグを抜かないでくださ 
い。もし抜きますと、又の表面温度が上昇します。 


現在時刻の合わせ方 


1. ウイングポケット内の時計調節スイッチを「時計合せ」 
にします。 

はじめ r 使用するときや、電源プラグを長時間抜いたと 
きは、時刻表示は一：一一.を表示します。 

2 . 時計調節の「時」•「分」ポタンを押して現在時刻を合わ 
せます。 


3 .必す時計調節スイッチを「通常】位置にもどしてくださ 


►必ず時計調節スイッチが「通常」になっていることを確認してください。； 人：.:二：：二’:':,:; 
>30秒以内の停電であれば、再通電後も現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありま 
せん。それ以上の停電で、時刻表示港表示したら時刻合わせをおこなってください。 

:〜:ニニニ： I ，扣社* 1 •だ--ハ^并ダ心 • 二:：= r て”ーキ=== 4•■*■■=*=■=，=»■=■=：=二 =i : 女七一七一.：ク -=-* ! - .. : d へ 


例：午前6時15分に合わせる場合 

①「時」ポタンを押して“午前6:〇〇•”にします。 


②「分」ポタンを押して“牛前6:1 5.” にします。 


牛前 


5 : 


00 . 


牛前 














■運転時刻の合わせ方 

1■ウイングポケット内の時計調節スイッチを「タイマー合 
せ」にします。 

2■時計調節の「時」•「分」ポタンを押してタイマー点火時 
刻を合わせます。「分」は5分ごとに動きます。 





3■必す時計調節スイッチを「通常」位置にもどして■くださ 
し、。これで■時刻表示には現在時刻が表示されます。 


■タイマー運転方法 

A/i3) 1•運転スイツチを押して「入」にしてください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2■運転するときのこ’希望の室温または、火力に合わせてください。 
3■タイマーセツトボタンを押してください。 

時刻表示にタイマーセツト時刻が表示され、タイマー表 
示「表示時刻に運転します」が（燃焼中の場合は消火表 
示「消火します」も）点灯し、タイマー運転に入ります。 
タイマー運転中は、タイマー運転表示ランプ;^点灯します。 
( この時、対流用送風機か 10分間運転しますが'異常で、 
ではありません。 ノ 




參タイマーセツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマー t ツト時刻とタイマー表示「表示時 
刻に運転します」、タイマー運転表示ランプが表示され続けます。 

春燃焼中にタイマーセツトボタンを押すと、ストーブは自動消火し、運転を停止します。 

賴_賴_ -釀 __撫__-謹涯 _辫輕 睡函藤_園 




■タイマー運転の解除 



•タイマーセツトボタンを押します。 

タイマー表示 if 消灯し、時刻表示に現在時刻が'表示され 
(時計動作コロン点滅）、タイマー運転が解除されます。 
•このままであれば点火表示「点火します」が点灯し、自 
動的に運転を開始します。運転を停止する場合は、運転 
スイッチも「切」にしてください。 


■タイマーセツト時刻 • 現在時刻の確認 

•タイマーセツト時刻の確認 

■時計調節スイッチを「タイマー合せ」に合わせます。 



•現在時刻の確認 

•時計調節スイッチを「時計合せ」に合わせます。 



時計表示に現在時刻が表示され 
ます。 


•確認後、時計調節スイッチは、必ず〖通常」位置にもどしてください。 


待機時省電カスイッチの使用方法_ ■ 


•省電カスイッチを「省電カモード」に t ットしておくと、タイマー運転中および運転停止時 
に表示部を消灯して、消費電力を1 w に節約できます。 


■使用方法 



• 「省電カモード」にすると、省電カランプ;^点灯し、自 
動的に表示部を消灯します。（運転中の t ットは、運転 
停止後約2秒で表示部を消灯します。） 

•表示部が消灯中に、しぼれかのポタン操作をおこなうと 
1分間表示部力< 点灯します。 



ストーブにトラフ''ルが発生すると、トラブルの状態が設定室温表示に記号表示（自己診断 モニ 
夕）されます。 

この場合記号表示の内容を、ストーブ左側面に印刷された自己診断モニター覧表、または21〜22 
ページ「故障•異常の見分け方と処置方法」をご覧の上、必要な処置をしてください。 


〈自己診断モニター覧表〉 


モニタサイン 

異常状態 

リセット方法 

モニタサイン 

異常状態 

リセット方法 

E 1 

途中消火 

E 

EA 

燃焼用送風機異常検出 

E 

E 2 

不着 火 

EC 

ルームサーモ短絡 

E 3 

対震作動 

Ed 

対流用送風機異常検出 

E 4 

過熱防止装置作動 

EF 

空気サー5スタ温度異常 

E 5 

排気管抜け検知作動 

EH 

表示サーミスタ温度異常 

E 6 

ルームサーモ 断線 

EO 

機内サーミスタ温度異常 

E 7 • E 9 

停電検出 

PI 

ポツト予熱不足 

P 

販売店に連絡 

E 8 

疑似火炎 

P 2 

ポツト温度低下 


P 3 

ポツト異常過熱 

P 5 

基板不良 


癱リ t ツト方法 

e . 運転スイツチをいったん 「切」 にし、再び 「入」 にし r ください。 
P . 電源プラグをいったん抜き、30秒後に再び入れ直してください。 


使用上の注意 


本書の「特に注意していただきたいこと、安全のために必ずお守りください」の他に、次の項 
目についても注意してください。 

•クリーニング店、美容院などの化学薬品を使〇ところや温室、飼育室など、動植物の育成栽 
培に使用しないでくださ^^ 

•雷が'発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧か73、かっても、過電圧防止装置が機 
器を保護するしくみになっていますか\大きな雷（直撃雷など）の場合は、電子部品を損傷 
する恐れがありますので、電源プラグをコンせントから抜いてください。 



このスIブには次のような安全装置が'ついて■います。 

すべての安全装置は、異常か0取り除かれても再度点火操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全_装置_ 

対震自動消火装置 
(_ 表示） 

点火安全装置 
燃焼制御装置 

(フ レー ムロツド） 

I . C ' 薩 示 d S ? 廢示 \ 
V (途中消火）（不着火）ノ 

停電安全装置 

I 表示• 了 g ~ | 表示\ 

(30 秒以上） （5 秒以上、 

\ (30 秒未満" 


過熱防止装置 

過熱防止サ-モスタット 95D 
サーモスタツト巧5で 

OP -厂表示） 


_原因 • 作動結果_ 

>強い地震や衝撃を受けたとき 

自己診断モニタ [ rr 表示 
自動的に消火 

►点火ミスをしたとき 
►途中失火をしたとき 
►炎が異常に小さいとき 

自己診断モニタ ( ZII 表示または 
rs ? I 表示 
自動的に消火 

►停電したとき 

►電源プラグが抜けたとき 

〇 

通電後自己診断モニタ rrr 表示 
または I 表示 
自動的に消火 


〖 対流用送風機のフィルタやスト 
ーブの前面がふさがったとき 
，ストーブの前面に障害物など力'^ 
あるとさ 

〇 

自己診断モニタ [15] 表示 
自動的に消火 


処重方法 

，地震によって■作動した場合、周 
囲の可燃物、機器の損傷、油漏 
れ、給排気筒のはずれなど異常 
がないことを確認してから再点 
火してください。 


泰日常の点検 • 手入れ （18 〜20ぺ 
—ジ参照）をしてから点火操作 
をしてください。 

春なおも異常がある場合は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 


* iri の場合、時計などのセツト 
をし乙から、点火操作をしてく 
ださい。 

1 の場合、通電後点火操作を 

しぞください。 

' 電源ブラグを確認してください。 


* お買い求めの販売店に修理を依 
頼し r ください。 

サーモスタツト： i 55 r が'作動\ 
した場合は、リセツトポタン 
を押し r ください。 



リセツトポタン 










装置の名称 

原因 • 作動結果 

処置方法 

排気管抜け検知装置 
( fS | 表示) 

#排気管の接続部がはずれたとき 
♦排気管抜け検知闬リード線がは 
ずれたり、断線したとき 

ひ 

• 自己診断モニタ IfS |表示 
•ス 1 ブの運転を停止 

♦給排気筒および排気管の接続部 
に、はすれ • ゆるみがないか確 
認してください。 

♦排気管抜け検知用リード線のゆ 
るみまたは、はすれ • 切れがな 
いか確認してください。 

袷排気筒排気営接続口 

嘯二 



{排気管抜け 、 

ね u 検知用 リード 線ン 

燃焼用送風機異常 
検出装置 

( Ei = i | 表示） 

• 回転数が異常に低下したとき 

ひ 

* 自己診断モニタ IfPl 表示 
* ス 1 -ーブの運転を停止 

參お買い求めの販売店に修理を依 
頼し r ください。 

対流用送風機異常 
検出装置 

(| irci |表示） 

♦回転数が異常に低下したとき 
〇 

. 自己診断モニタ表示 
•ス 1 '''ーブの運転を停止 

♦お買い求めの販売店に修理を依 
頼してください。 

過電流防止装置 
(表示部全消灯） 

♦内部配線のシヨートにより過電 
流が流れたとき 

◊ 

•電流ヒューズが切れ、すべての 
運転を停止 

♦お買い求めの販売店に修理を依 
頼してください。 

異常温度検知装置 
(機内サーミスタ） 

(@| 表示） 

♦フィルタやストーブの前面がふ 
さがったとき 

•ス トープの前面に障害物などが 
あるとさ 

〇 

• 自己診断モニタ 1 1 表示 

• 自動的に消火 

_原因を取り除い r から点火操作！ 
をしてください。 

• なおも_表示が出る場合は、 
お買い求めの販売店に修理を依 
頼してください。 


•停電したときの再通電直後 (rm または_表示)点火操作をすると_表示が出ることが 
ありますが、これはスIブの温度が一時的に上昇するためで、異常ではありません。4〜 
5分冷却した後に、点火操作してください。 


点検♦手入れは消火後、ストーブが十分冷えてから、必ず電源プラグをコン t 

ントから抜いておこなつてください。 

' ' 

/?\注意 電気部品の分解や市販品との交換は絶対にしないでください。 


点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

• 1水洋意ストーブの周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいものを匾かないでください。 

■ほこり•汚れ（使用ごと） 

•ほこりや汚れをそのままにしておきますと、油がしみたりして危険です。 

ストーブはいつも清潔にし r ご使用ください。 

■油もれ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと〉 

•置台 • 油タンクに油もれ+油のたまりや油のにじみか> ないか、ときどき点模してください。 
また、給油の際にこぼれた灯油はよくふきとってください。 

•油もれのある場合は、お賀い求めの販売店に修理を依頼してくださ 

■ゴム製送油管の点検•交換の目安（シ-ズンの初め） 

癱 厂こ'注意 ゴム製送油管は、屋外で使用しないでください。 

屋外での使用は禁止されています。 

•屋内でゴム製送油管を使用し r いるときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れが'ないか確 
認し、欠点のあるときは交換してください。 

交換の自安は、3年に一度です。 

■油タンク（シーズンの初め、適時） 

•油タンク内は水やごみがたまりやすいものです。給油のとき、点検してください。 

油タンク内の水抜きおよび掃除は、油タンク付属の取扱説明書に従っておこなってください。 


mm 




■給排気筒の接続部のゆるみ及びトップの周囲(月に 1 回程度) 

•給排気筒およびトップの周囲に障害物が置いてないか、ときどき点検してください。 

•給排気筒がつまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズン初めには必す点検し、くもが 
巣をつくったり異物:^入ったりして■いるときは、必ず掃除してください。 


給排気筒 



( P 40 4種 D ) 


♦給排気筒および排気管の接続部がはすれたり、 
排気管抜け検知用リード線がはずれたり、断 
線し r いないか点検して■ください。 

_給排気筒を一度取りはずして、再び取り付け 
るとき、排気管の接続部内部にはめこんであ 
る〇リングが破損して■いないか確かめて•くだ 
さい。 


漂;，販売 


■定油面器のストレーナの掃除(適時) 免買い求めの販売店に依頼してください。) 

•定油面器には、ごみを除くためのストレーナか>ついています。 

ごみか7■こまると、灯油の流れを妨げて、不着火や途中消火の原因となります。 


次のよ〇に掃除してください。 



1. 油タンクの送油バルブを閉じてください。 

2. ストレーナの掃除□に荷札などの厚紙を差しこんで、 
油ガイドを作り、その下に容器を置い r ストレーナの 
止めねじをゆるめてはずし r ください。 

定油面器の污れた灯油やごみが全部流れ出ます。 

3. ストレーナを取り出して、きれいな灯油の中ですすぎ 
洗いをしてください。（水で洗わないでください。） 


署 

M li « 

* 




mrnMmmrnm 






止めねじ 


wm 



■対流用送風機のフィルタの掃除01に 1 n 以上） 

⑩フィルタがごみやほこりで目づまりすると、送風力が弱くなり排気温度上昇やストーブの表 
面温度が上昇する原因になります。〔過熱防止装置（過熱防止サーモスタツト （95° C )‘ サーモ 
スタツト （155° C )) または機内サーミスタの働きで運転か>停止する場合があります。〕 

運転を停止してから、次の要領でス I フ''裏面のフイルタの掃除を行つてください。 


1. 左図の矢印のようにフィルタを上に引き出し、ストー 
ブ裏面から取りはすしてください。 

2. フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取つてくだ 
さい。 

3. 掃除;^終わりましたら、もとどおりに取り付けてくだ 
さい。 



主重]フィルタをはすしたまま運転しないでください。 

対流用送風機のフィルタをはすした状態で運転しますと、カーテンなどを巻きこんで火災に 
なるおそれがあります。また手などをふれるとけがをするおそれがあります。 

■地震などの災害が'発生したときの点検について 

•地震などの災害が発生し、ストーブに振動や衝撃が'加わったときは、運転前に必す次の点検 
を行ってください。 

•給排気筒まわりのはすれ、漏れの確認 
• 灯油配管からの漏れ確認 

点検で異常がみつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 


フアンフイルタ 



9.定期点検 


長期間こ’使用になりますと、ストーブの点検か< 必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施してください。点検のご相談は、お 
買いあげ店または修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でお 
こな^技術管理講習会修了者（石油機器技術管理士）など〕のいる店までお問い合わせください。 
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現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

去 

の 

青炎の中に黄色い炎(赤火)が混じる 

異常ではありません。 

給排気筒の先端から連続的に白煙が出る。 

外気温が低くなると、排気ガス中に含まれている水分が凝結 
して水蒸気になるためで、異常燃焼(こよる白煙ではありません 3 

灯油ぎれの際、一瞬炎が大きくなって消火する= 

異常ではありません。 

停電したときの再通電直後 （ LiT ] また 

停電によりストーブの温度か +—時的に上昇するためで、 

他 

は if 刃表示）点火操作をすると、 urn 

異常ではありません。 4 〜 5 分冷却した後に、点火操作 

. 1 

表示が出ること;^ある。 

してくださ (A 


お客様ご相談窓□にご連絡ください。 ※設定室温表示に自己診断モニタが表示されます。 
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処置方法 




• 




コン t ント〗こ確実に差しこむ 










P20 f 地震などの災害が発生したときの点検につい rj の 
点檢項目を確認し、運転スイッチを押し直し再点火する 









送油バルブを聞く 




r 






ゴム製送油管を振る。山形になってレる所は平に直す 







• 

送油パルプをしめ r ストレーナをはずし、掃除する，油タンクの水を抜く 


參 





• 

畐準通りに設置する 








フアンフィルタのほこりをブラシなどで掃除する 








隠害接)を取〇除く : ' ; ノ ' 


• 

• 

• 

• 




• 

給排気筒の取り付けを適正にする 







• 



'適正な位置に敢り村け直す，： 

• 

• 





• 

給排気筒を掃除する 

. 


參 


」 



もれ力所を締め直す（販売店(こ修理を依頼する） 




• 





給排気筒接続部のはずれを直す 
ゆるみを直す 





_ ( 




すすを取り除く（販売店に修理を依頼する） 









設定室温、時刻などを t ットし再度点火操作をする 









再度点火操作をする 


• 

• 





• 

35おつているものを取り除く 

• 






I 

P 3 ページの A 注憩「電源の接続」の内容を点換する 



























■部品交換のときの注意 

|也注意 1 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が必要の塌合 
には、お買い求めの販売店または、修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協 
会でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器技術管理士）など〕のいる販売 
店にご相談ください。 

部品交換はコロナ純正部品とご指定ください。 

籠聽薦®外©部窗をご使顧こ； g ： りますと、性能が十分に発揮$れないばかりか、ストーブ 

消耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品） 

...... r ....... n rr.ir.Tn —— ——wsi 

•長期間の使用により消耗 • 劣化しやすい部品 

バー ナヘッド • パーナへッドリング • 点火プラグ • フレーム□ッド 
•変質 • 不純灯油の使用により劣化しやすい部品 
フレームロッド*気化筒*電磁ポンプ 


12•保管（長期間使用しない場合) 


おしまいになるときは、日常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管し 
てください。 


1.電源プラグをコンセントから抜いてください。 

• 注意1 長期間使用しないときは、 電源 プラグを抜いてください。 

2 •油タンクの送油バルブを閉じてください。 

3•フイルタの捕除をしてください。 （20 ぺ—ジ参照） 

4. 定油面器内の灯油をすべて抜き取ってください。 （19 ペ-ジ参照） 

5. 本体のごみやほこりを取ってください。 

春掃除機などでごみやほこりを取り除いてください。 

6 •本体をしめらせた布で汚れを落としてから、 か らぶきしてく ださい。_ 

7•ストーブは据え付けたまま保管してください。 

籲温風吹出□や背面のフイルタにほこりなどがたまらないようカバーなどをかけてください。 

* どうしても取りはずして保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしな 
いよ〇おしまいください。 

_•次シーズンに据え付けるときには、必ずお買い求めの販売店に依頼してください。_ 

• 取扱説明書ち 大切に 保管 してください。 












麵曜 i 驅:■⑴_ 

:⑴ I::::::::: 網6场_链(兩呆 __G 涵 g 簡:品":旧 

'脑 ______ 變 

気化式 • 屋内用 • 強制給排気形 • 強制対流形 

纖,治;_.醇 

電気点火式 

斑:ミ藏亞綱;㈤南 i 

灯油 （JIS 1号灯油） 

翻■■■圖疆匿:: 

最 大 

最 小 

h 燃料消費量 

0.766 し /h 

0.200 L/h 

Z ^ 1,1 ' >* X '» »< .< «*• X f •*.»<. 1 M 

28,370 kJ/h 

7,410 kJ/h 

>2 y ^ - < i \ iL! I'；* 1 ! i '： 1 H ^ " 

- 熱 !■!!：;!：: ゲ孤二:! I = :： :1,_華《 

86.0 % 

87.5 % 


6.78 kW 

1.80 kW 

•'" .如_ 1 讯崎相 11.11 1 ： ,»«, Hl u：Z 2 'Cff 軸 i \Hm 

f： ：；：.：*：：；；；；：；：；：：：：!：- 

■練;:嘯; SSSfl 

:〒 == 

!•„ :? | 1 如 ‘“i. 11ltf, ' M|,,l «l , I«l 'N-- 'Ki-Iim 111 U.'. il i ? ? ^ ，A， ^ ^ 'I«“IM(| l 

木 造 29.5 ボ （18 置）まで 

コンクリート 39.5 rrf (24 置）まで 

木 造29.5ボ （18 畺）まで 

コンクリート46.0 rrf (28 置）まで 

. 

高さ _ 圆幅 _ 剛奥行 238 隱 （ 置台を含む） 

^ 11 " V t ^ h p T „ , W ^ ^ 1 ^ < 1 1 . 

質 ::;: 26 kg 


10 0 V 50/60 HZ 

w - fi / ll | jn "| 1111 nil ill 111 丨 | 

BK 

最大消翼電力（点火時） 860/860 W 
•燃焼時消 _ 力 31/33 W 

■i.i ■ynTT-imp^w— ta-AAA-i-a_n m~ 

BSSSBI 

QU4-6A 

聲嫩■癢礫 

D40 

. . .. _ .. • . •••_••••_■ . ._i . . . .... 

給排気筒の麵■の孔径 

075(n(ii 

気;;::;薄;;⑴度;； 260X： 以下 

㈣ り流.;ぼ;;把 5 A -15 A 

:;安彳;;彳;楽；;;；:装；;溝 H 対震自動消火装置.点火安全装置 ■ 燃焼制御装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置 

♦爪 仙⑺猫髑 .： . 過電流防簾て::辨気篇鏃け検知鑊驗：: :：：.:心ユ 

^ M 燃焼用送風機異常検出装置.対流用送風輝異常検出装置. 

J * ' ' * 1 ' ^ J L ^ j j . , ^ F 1 * ' ^ ^ -i i. | ^ 一 --- 1 ' ' 

^；；：：1；^：^；；；：：；：：^：： 給排気筒トッブ1個 • スリーブ1個.遮熱板1個，ふたカバー1個 

本体固定金具2個.ゴム製送油管締付バンド2個 


備考）標準適室は、社団法人•日本ガス石油機器工業会の算定基準によります。 


































機内 

サ ー S スタ 


赤 (4 本) 

3運転スイッチ 


対81機 
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白 
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表示部 
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赤口対震 
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黒 
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白 
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紫〇 

青 
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ホツトサーミスタ 


； TF パルス 


電磁ポンプ 


燃焼用 
送囤機 


フレーム 

□ツド 


ヒ 


排気筒外レ匚 I 
イグナイタ 


操作部 


プリント配線板端子配置図 


14•アフターサービス 


ディッブスイッチ 

橙 □ 黒口 
表示サーミスタ 


マイコン 


ヒユース A 

A 5 
T ズ51 


U U I I LL 

白紫灰青黄橙赤茶赤黒白 

〇 


赤 


〇 


■保証について 






















































■修理を依頼されるときについて 


•「故障ン異常の毙分け方と処置方法 i (2〗.ぶベ〜ジ)，:{'こ以靼がお調べくださ ： mmM ^ 
:::速 et 3翻茳 tpiis ミ;瓰靖藏 2 ラクを抜し苽朗 #■ 患察® fla ®® 売盾蓮綣炎讀職；_ 

•ご連獻:涵缠た:涵酿触藤:妨槪 :::::::: :::::s 班 :_讓;:碧 

:©品名::：職型卿赃 ■: __if 日:;# 編 == i ； s ：： lr !!: 

♦ 修逵 '£ 際探証畫耷 S 提示く沄きいふ :: 保 : i{_d5 規廣 (? 函 : fca?3i_ __s 枒觸肆违键 

::: ::r L 、嫌きま方 。：:::: : .:S S._ ■ ヨ S:s 

•保証期間が週ぎ r いると:きは;,，修理すれば使用できる塌合 p は、::£希望^よ D 有料で释理さ猶で 
o ^ fc ^¢^6-：：：:： ;::：r - i : ： : .' ' V ：' ::: '' ::: ;:； i::：::：：；：ir 班 ::： S 

着ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの飯売店またばビこの取扱説明書の裏表紙 Cge : 

載されている「お客様ご相談窓□」にお間い合わせくださし I ;:::::::::::::リじ： 
■修理料金は、：技術料 • 部品代，•出張料などで構成されて:います i ；?；；•'：： •!::；； : 


:■補修用性能部品 iem 、 て ：:::.: W 

_当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち®り後、:‘:7練保有し:て以ます。 H ::ぐ.‘： 

:•補修用性能部品とは、.，その製品の機能を維持する fc めに私寒®部品で芽。::':：:;::’::: i ; ミ 

■故障，修理の際の連絡先 ：:::: ：:: m ::::: 

籲お買い上げの販売店または、： c の取扱説明書の裏表紙亡記載されている r お客様 d 相談に 1 ; 

:::::::: B 建絡ぐだ : さ沾 :::1；!^ こ :：::’5 


15•据え付け•移設 


据え付け • 移設工事は販売店に依頼する 


据え付けや移設工事は販売店または据え付け業者に依頼し、お客様ご自身では行わないで■ください。 


据え付け場所の選定及び標準据え付け例 


据え付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があります。 

工事説明書(工事編)の「特に注意していただきたいこと（安全のために必ずお守りください）」をお読 
みになり、販売店又は据え付け業者とよくご相談してください。 

また、「標準据え付け例」については、下図を参照してください。 


標準据え付け例 


ストーブの据え付けは下図を満足させる位置に取り付けてください。 



出寸法11011以上 

n ^& 


，•'こ..•可燃物.，_ノ、ゾノンパ. v 

’■，■、- . ， .〆 、ハ- V ， • 〆 、\ 



司燃物 





















標準据え付け例 


♦0 様 ::: S 入找のた ! めヌ枳 4 は :2DeW|^KLiK 由 iH: 1 ::^:::; 

兩囑壤し势 II 無晚_碟1__懸垂齡:黎色■敗*«辱 ㈣ _辱確恥 


^ SS^S ■くださし'。 


•側方障害物は、両側にあってもよいが'給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm 以上とって 
ください。 

•前方に摒や建物がある場合は給排気筒先端と前方障害物との距離は 60 cm 以上離し、かつ上方 
および両側方に気流を阻止する障害物;^ないようにしてください。 

•給排気筒下面は地面から 20 cm 以上離すよ5にして•ください。なお積雪地域では、給排気筒先 
端が雪でふさがれるおそれのない高さを確保してください。 


麵涵藝藤_.锕灌通_藝麵___涵涵_ 

鱗靆舞飾鐵麵酽気配！ 幣戀_^麵垂; 


〔マントルピースなどに設置する場合のス I -ーフ'周囲寸法〕 



給排気筒を延長する場合の注意 


書給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がり以下で取り付けられる場所を選定してください。 


積雪地区における注意 


籲積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定し r ください。 
また、風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことか # あります。 


据え付け後の確認 


据え付けが終わりましたら、もう一度、工事説明書(工事編)の「特に注意していただきたいこと 
(安全のために必ずお守りください)」をお読みになり、工事説明書(工事編)に記載されている 
とおり据え付けられているかどうかを確認してください。 



























釀頓はス.驗表雜鞠翅爾园 

:熱(こ弱い力 s 也ジ兩や床被年:_等_髮用芽牵择洚痒〇爱^):辱 s ; 逛猶绞菜穿。: 

床面祕度 i 昇賴磁綠 s 讲麵■錐遮熱板細麵議 s 取 d 纖■頌^ 


■遮熱板の取付け方法 

1. 前面ガードを取りはずします。 

図の①部を持ち上げて□ッド下側を抜 
き、次に②部を下げてロッド上側を抜 
くと、③前面ガードが手前に回転して 
はすれます。 

2 . 遮熱板を取り付けます。 

取り付ける□ッドの位置（下から5本 
目と7本目）と中心を確認し、□ッドを 
少し押しながら遮熱板をはめ込みます。 
ほうろう加工を痛めますので、□ッド 
の押し過ぎに注意してください。 

3 . 前面ガードを取り付けます。 

はすした時とは逆の手順で、□ッド上 
側から差込み、持ち上げて■下側を差込 
みます。 




_位置を間違えますと、遮熱の効果が得られません。正しく取り付け r ください。 


試運転 


試運転は販売店または据え付け業者とごいっしよに必すおこなっ r ください。 

■運転準備 

參 注意 I 電源プラグをコンセントに根元まで確実に差しこんでください。 

_油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをしてください。 

•送油経路やストーブより油もれがないか確認してください。 

•安全装置をセツトしてください。 （9 ページの安全装置のセツトを参照してください。) 
•タイマー運転になっていませんか。 










































運転 



運転スイツチを押して「入』にする 

• 「点火します j が点灯します。 

癱 r ご注意 I 初めてお使いになるときは、耐無塗料などが 
焼けて煙と奥いが出ます。窓をあけて部屋の換«をして 
ください。 

❿約2分後、点火表示が消灯し、燃焼表示;^点灯します。 



•異常がなければ、火力調節つまみを「微少」〜 r 犬」に設定 
してください。 

•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（赤火） 
がまじつても異常ではありません。 


■消火の手順 



運転スイツチを押し r r 切 j にする 

•燃焼表示が消灯し、「消火します」が点灯します。 

❿消火後は本体内部が'冷却するまで送風を継続し、約彳〇分 
後に対流用送風機か 1亭止すると同時に表示部か，■ベて消 
灯します。（省電カモードの場合） 


__藤 疆_麵___辦麵§___繼函 i_:_i 版 H : 
酔 __ 糖__涯_鞞_翻::「酬_雖_ 額涵 
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三条市東新保 7-7 〒955-8510 TEL(0256)32-21 11 ( 大代表) 

柏崎市宝町 2-58 〒945-0817 TEL(0257)23-51 75(代表） 

長岡市下条町唐ノ浦1069〒940-1146 TEL(0258)22-21 21 ( 代表） 








07027002 























!中国地区 


修理サービスや製品について■のご相談は機種名をご確認の上、 
お員いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□にご相談く 
ださい。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合か>ありますのでご了承ください。 


參アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 

コロナサービスセンター 

aa _ _ __ _ _ _ ___ 携帝電括 'phs 等かは 

^01 20-9 1 9-302 as のサービスセンター 
(修理受付専用ダイヤル）へ直接おかけください。 
FAX 01 20-919-322 


北海通 • 乘 jkife 区のお客様はのサービスセンターへ直接 
おかけください。 


お客様ご相談窓口一覧表 
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